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2023年６月 26日 

各   位 

会 社 名  株 式 会 社 Ｅ Ｍ シ ス テ ム ズ 

（登記上の商号 株式会社イーエムシステムズ） 

代表者名  代表取締役社長執行役員 國光 宏昌 

（コード番号 ４８２０ 東証プライム） 

問合せ先  取締役上席執行役員管理本部長 関 めぐみ 

         （ＴＥＬ ０６－６３９７－１８８８） 

 

子会社等の異動（株式取得）に関するお知らせ 

 

 当社は、2023年６月 26日開催の当社取締役会において、当社の業務提携先であります株式

会社ＪＭＤＣ（以下「ＪＭＤＣ」）から株式会社ユニケソフトウェアリサーチ及びその管理目

的会社（以下「ユニケ」）の全株式を取得することを決議いたしましたので、下記のとおりお

知らせいたします。 

 

記 

 

１．異動の理由・目的 

当社グループは、国内２万軒を超える薬局に対してサービスを提供しております。また、グ

ループ全体で薬局向けの統計情報を活用した業務・経営支援、キャッシュレス化等、薬局現場

におけるデジタルトランスフォーメーションを推進しております。 

ＪＭＤＣは 2020年９月より、当社との業務提携及び当社子会社への出資を通じ、薬局由来デ

ータの蓄積及びその利活用に向けた取り組みを推進してまいりました。その結果、足元では当

社がサービスを提供する薬局のうち、５千軒を超える薬局よりデータ利活用の許諾を得ており

ます。 

ユニケは、ＪＭＤＣが 2018年５月、「社会生活者の健康増進ひいては国民医療費の健全化を

図るためには、医療の効率化及び最適化が必要」であると考え、患者・生活者との接点及び薬

局のデジタルトランスフォーメーションを目的として、子会社化しております。足元では 2,500

軒を超える薬局にシステムを提供、特に三大都市圏において高いシェアを有しており、地域に

密着した基盤を築いております。 

今回、当社と同業であるユニケを当社グループに迎えることで、薬局市場において占有率を

高め顧客基盤をより一層盤石なものとし、ユニケが培ってきた「Ｐ－ＣＵＢＥ」ブランド等に

おける経験を当社グループに融合することで、当社グループにおけるＩＴを活用したサービス

をより一層拡充し、更なる顧客基盤の拡大と、薬局現場におけるデジタルトランスフォーメー

ションを具現化してまいります。 

  



2 

 

２．異動する子会社等の概要 

（１）株式会社 Launchpad13 

① 名 称 株式会社 Launchpad13 

② 所 在 地 東京都港区芝大門二丁目５番５号住友芝大門ビル 

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役 松島 陽介 

④ 事 業 内 容 資産の取得、所有及び売買 

⑤ 資 本 金 10百万円 

⑥ 設 立 年 月 日 2016年５月 23日 

⑦ 
大株主及び持株比率 

（2023 年３月 31 日現在）  
株式会社ＪＭＤＣ 100％ 

⑧ 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

⑨ 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期 

 純 資 産 91百万円 78百万円 64百万円 

 総 資 産 3,300百万円 3,394百万円 3,437百万円 

 １ 株 当 た り 純 資 産 3,565.87円 3,029.78円 2,485.28円 

 売 上 高 ―円 ―円 ―円 

 営 業 利 益 △0百万円 △0百万円 △0百万円 

 経 常 利 益 △13百万円 △13百万円 △13百万円 

 当 期 純 利 益 △13百万円 △13百万円 △14百万円 

 １株当たり当期純利益 △527.98円 △536.09円 △544.50円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 ―円 ―円 ―円 

 

（２）株式会社ユニケソフトウェアリサーチ 

① 名 称 株式会社ユニケソフトウェアリサーチ 

② 所 在 地 東京都港区芝大門二丁目５番５号 

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 森井 俊秀 

④ 事 業 内 容 薬局向け業務システムの開発・販売 

⑤ 資 本 金 20百万円 

⑥ 設 立 年 月 日 1985年６月 14日 

⑦ 
大株主及び持株比率 

（2023 年３月 31 日現在）  
株式会社 Launchpad13 100％ 

⑧ 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 
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⑨ 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期 

 純 資 産 2,758百万円 2,776百万円 2,855百万円 

 総 資 産 3,148百万円 3,196百万円 3,479百万円 

 １ 株 当 た り 純 資 産 689,562.91円 694,123.39円 713,831.98円 

 売 上 高 2,011百万円 1,998百万円 2,215百万円 

 営 業 利 益 229百万円 21百万円 123百万円 

 経 常 利 益 237百万円 30百万円 130百万円 

 当 期 純 利 益 157百万円 18百万円 78百万円 

 １株当たり当期純利益 39,429.39円 4,560.48円 19,708.59円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 ―円 ―円 ―円 

 

３．株式取得の相手先の概要 

（１） 名 称 株式会社ＪＭＤＣ 

（２） 所 在 地 東京都港区芝大門二丁目５番５号 住友芝大門ビル 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 松島 陽介 

（４） 事 業 内 容 医療統計データサービス 

（５） 資 本 金 23,994百万円 

（６） 設 立 年 月 日 2002年１月 31日 

（７） 
大株主及び持株比率 

（2023 年 3 月 31 日現在） 

オムロン株式会社 

ノーリツ鋼機株式会社 

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 

松島 陽介 

山元 雄太 

杉田 玲夢 

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505223 

THE BANK OF NEW YORK MELLON SA/NV 10 

C R E D I T  S U I S S E  ( L U X E M B O U R G )  S . A . / C U S T O M E R  A S S E T S ,  F U N D S  U C I T S  

32.52％ 

14.08％ 

11.16％ 

4.05％ 

2.68％ 

2.29％ 

1.25％ 

1.17％ 

1.06％ 

0.97％ 

（８） 
上 場 会 社 と 

当 該 会 社 の 関 係 

資本関係 当社の連結子会社に出資しております。 

人的関係 
当社の連結子会社の監査役をＪＭＤＣの従業

員が兼務しております。 

取引関係 
薬局由来データの利活用に関する業務提携を

行っております。 

関連当事

者への該

当状況 

該当事項はありません。 
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（９） 当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態 

決算期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期 

 資 本 28,250百万円 31,165百万円 64,524百万円 

 総 資 産 58,264百万円 62,053百万円 98,567百万円 

 
１ 株 当 た り 親 会 社 

所 有 者 帰 属 持 分 
504.59円 551.17円 1,025.89円 

 売 上 収 益 16,771百万円 21,814百万円 27,809百万円 

 営 業 利 益 3,695百万円 4,783百万円 5,926百万円 

 税 引 前 利 益 3,636百万円 4,768百万円 5,876百万円 

 
親会社の所有者に帰属する 

当 期 純 利 益 
2,476百万円 3,247百万円 4,267百万円 

 
希 薄 化 後 １ 株 当 た り 

当 期 利 益 
43.48円 54.16円 67.69円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 ―円 10円 12円 

 

４．取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況（株式会社 Launchpad13） 

（１） 取得前の所有株式数 0株（議決権所有割合：0％） 

（２） 取 得 株 式 数 25,800株 

（３） 取 得 価 額 1,343百万円 

（４） 取得後の所有株式数 25,800株（議決権所有割合：100％） 

 

５．株式譲渡の日程 

（１）取締役会決議 2023年６月 26日 

（２）株式譲渡契約締結日 2023年６月 26日 

（３）株式譲渡実行日 2023年６月 30日（予定） 

 

６．今後の見通し 

 2023 年 12 月期の通期連結業績に与える影響は現在精査中であり、今後、開示すべき事項が

発生した場合には速やかにお知らせいたします。なお、ユニケの当社グループへの加入に伴い、

ユニケが連結子会社となることで、当社グループの第３四半期以降の業績への寄与が新たに見

込まれます。取得コストの配分や、当社グループ事業とのシナジー効果を鑑み、算出してまい

ります。 

以上 


